
と忌11対附
2008年（平成20年）6月30日（月）夕刊

’F ・里F

「
・・聞・・ー

田園園町

4 

去
る
六
月
七
日
か
ら
九
固

ま
で
「
ア
ン
ド
レ・
マ
ル
ロ

ォ 、
思
想

と
美

術東
洋 、

日
本
の
誘
惑」

と
題
す
る
国

際
教
蓮
大
学
主
催
の
国
際コ

ロ
キ
ウ
ム
が
秋
田
市
で
関
か

れ
た 。
主

に
国
際
美
術
史
学

会
の
フ
ラ
ン
ス
人
メ
ン
バ
ー

を
中
心

に
全
世
界

に
公
募
し

た
発
題
者二
十
七
名
が 、
マ

ル
ロ
オ
の
今
目
的
評
価
を
巡

っ
て
激
し
い
餓
輸
を
た
た
か

困圃2版

わ
せ
た 。
多
数
の
傍
聴
者
も

満
足
だっ
た
よ
う
で
あ

る。

マ
ル
ロ
オ
は
若
き
自
の
小

説
『
王
道』

に
見
ち
れ

る
よ

う
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
仏教
泊

跡
を
追
い
求
め 、
や
が
て一

九二
五
年
の
香
港・
広
州中

心
の
反
帝
国
主
義
運
動
（
五

・
三
O
事
件）
を
舞
台

に
し

た
『
征
服
者』
や一
九二
七

年
の
上
海
の
反
共
ク
ー

デ
タ

ー
が
題
材
の『
人
間
の
条
件』

間

文

化

新日毎

早
大
で
哲
学
を
専
攻 。
卒
業

と
同

時
に
帰
郷
し 、
教
員
を
経
て
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
専
門
家

と
なっ
た
伊
藤

さ
ん 。
「
話
す
う
ち

に
自
の
前
か
ち

私
の
姿
が
消
え 、
相
談
者
が
心
の
内

を
さ
ら
け
出
せ
た
色 、
そ
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
は
成
功」

と
い
う 。

作
取

に
も、
相
通
じ

る
と
と
ろ
が

あ
る。
「
短
歌
の
神機
か
仏
様
か 、

も
う一
人
の
自
分
な
の
か 、
あ

る
い

「

司

馬

遼

太

郎

が

歩

い

た

東

京
」

展

開

催

東
大
阪
市
の
記
念
館
で

取
材
ノ
ー
ト
な
ど
展
示

〔m3111m便物認可｝

司
馬
遼
太
郎
が
歩
い
た
東
京
を
自

鐙
原
稿
や
資
料
で
紹
介
す
る
「
『
街

道
を
ゆ

く』
司
馬
遼
太
郎
が
歩
い
た

東
京」
展
が 、
東
大
阪
市
の
司
馬
遼

太
郎
記
念
館
で
聞
か
れ
て
い

る。

紀
行
シ
リ
ー

ズ
『
街
道
を
ゆ

く』

で
司
馬
が
肪
ね
た
東
京
は、
「
赤
坂

機

管

「
本
所
深
川
散
を
「
神
田

界
隈」
「
本
郷
界
隈」
の
4
地
域 。

江
戸
市
街
の
な
り
た
ち
ゃ
江
戸
文
化 秋田での国際会議を開催して一一中嶋嶺雄

で
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
的
作
家

と
し
て
の
名
声
を
狸
得
し

た 。
波
乱
の
多
い
人
生
行
路

の
な
か
で
戦
後
は
ドゴ
l

ル

大
統領
の
文
化
相

と
し
て
活

躍 、
パ
リ
の
オペ
ラ
座
の
天

井
を
シャ
ガ
l

ル
の
絵
で
飾

っ
た
と

と
で
も
知
ち
れ
て
い

る。と
の
よ
う
な
マ
ル
ロ
オ

は、
絵
画
や
彫
刻

と
いっ
た

美
術
鑑
臼
の
鬼
才
で
も
あ

・
ゴ
ダ
1

ル
名
醤
教
授
（パ

リ
大
学ソ
ル
ボ
ン
ヌ
校）
も

強
調
し
て
い
た
が 、

と
く
に

日
本
の
美

に
惹
か
れ
て
い
た

と
と
は、
那
智
の
滝 、
伊
勢

神
宮 、
竜
安
寺
の
石
庭 、
そ

し
て
京
都
国
立
博
物館
所
蔵

の
日
本
画
「
平
田
盛
像」
へ

の
マ
ル
ロ
オ
自
身
の
哲
学
的

啓
示
が
物
語っ
て
い

る。
全

体
的

に
マ
ル
ロ
オ
崇
拝
者
が

多
い
な
か
で 、
今
回
の
会
誠

の
組
織
者
で
あっ
た
田
中
英

道
氏
（
国
際
教
養
大
学
美
術

史
特
任
教
授）
は、
マ
ル
ロ

オ
が
実
際に
鑑
賞し
た
日
本

美
術
は
そ
の一
部
で
あ
り 、

マ
ル
ロ
オ
が
西
洋
の
絵
画

に

見
た
「
ヒ
ン
朴」

を
日
本
の

絵
画

に
は
見
出
し
て
い
な
い

と
マ
ル
ロ
オ
の
「
限
界」
を

愉
じ
て
い
た 。

乙
の
織
輸
は、
ゲ
ス
ト

と

し
て
参
加
し
た
フ
ラ
ン
ス
の

今ア
日ン
的ド
評レ
.llHD ・

云マ

めル
たロ

議オ
諭の

り 、
今
回
の
会
議
で
も
国
際

美
術
史
学
会
会

長
の
ジャ
ニ

l・
ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
女
史

（
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
教
授）

ち
が
愉
じ
た
「マ
ル
ロ
オ

と

空
想
の
美
術
館」

に
つ
い
て

の
餓
輸
が一

つ
の
基
調

に
な

っ
て
い
た 。
そ
の
マ
ル
ロ
オ

に
とっ
て 、
ア
ジ
ア
の
芸
術

が
い
か

に
重
要
な
考
察
対
象

で
あっ
た
か
は、
代
表
的
な

報
告
を
お
と
なっ
た
ア
ン
リ

レジスタンス、美術肝鮪家、文化相と、
さまざまな顔をもっマルロオを多面的
に論じた国際コ口キウム

中
国
学
者
で
歴

t
史
家
の
ク
ロ
l

t
，

ド・
カ
ダ
l

ル

民
や
チェ
ン・

イ
ン
シ
ア
ン
女

史
が 、
二
日
目

の
「
討
論
の
夕

べ」
で
マ
ル
ロ

オ
は
実
際

に
中

国
や
中
国
革
命

の
現
場
を
訪
れ

る
以
前

に
『
征

服
者』
や
『
人
閣
の
条
件』

を
書
い
て
い

る
が 、
そ
れ
は

許
さ
れ
な
い
と

と
だ

と
批
判

し
た
と

と
とつ
な
がっ
て

く

る。
と
れ

に
対
し
て
は、
ク

ロ
ー
ド・
タ
ン
ヌ
リ
l

氏

（
ポ
ル
ト・

フ
ラ
ン
内総

会

元
会

長）
が
猛
烈

に
反
駁
し

て一
時
は
ど
う
な

る
と

と
か

と
思
わ
れ
た 。

そ
乙
で
座

長
の
私
は
当
時

の
上
海
の
街
や
租
界
の
様

子 、
市
民
の
生
活
ぶ
り
や
革

命
グ
ル
ー

プ
の
動
き
を
実

に

リ
ア
ル

に
そ
の
ディ
テ
ー

ル

を
描
い
て
い

る
マ
ル
ロ
オ
の

筆
力
を
称
賛
し 、
他
方
で
は

『
人
閣
の
条
件』
の
主
人
公

キ
ヨ
（
K
yo）
を
周
恩
来

で
は
な
い
か

と
み
る
フ
ラ
ン

ス
側
の
政
治
的
解
釈
を
批
判

レ
て 、
よ
う
や

く
そ
の
拐
を

閉
じ

る
と

と
が
で
き
た 。
た

ぶ
ん
マ
ル
ロ
オ
の
親
友
で
も

あっ
た
小
松
泊
氏
が
キ
ヨ
で

あ
ろ
う
が 、
彼
は
テ
ロ
リ
ス

ト
で
あ
り
な
が
ら
実

に
日
本

人
的
な
美
学
を
体
現
し
て
い

る。日
本
人
論

に
関
し
て
は、

ー
辺
な
古
を
感

じで山花
私
佐 、
短
歌

は
見
え
な
い
涜
者
か
も
し
札
な
ハ・：

の
『
定
型』
が
よ
り
ど
こ
ろ
を
与
え

：・ 。
そ
ん
な
『
対
象』

に
自
分
の
心
て

く
れ
た
の
で
す 。
自
由

に
詠
め

る

を
聞
い
て
も
ら
う
作
業
が 、
歌
を
詠

詩
は、
大
都
市
の
よ
う

に
つ
か

み
ど

む
と

と
だ
か
ら
で
す」

と
ろ
が
な
い 。
以
来一
→

不
→
わ
苧
が 、

三

十

心
の
奥
底
ま
で
掘
り
下
げ
な
が

ら 、
そ
の
心
を
宮
崎
の
空

に
遊
ば
せ

る
よ
う
な
作
風
は、
受
賞
作
の
タ
イ

ト
ル

に
も
象
徴

さ
れ
て
い

る。

友
人

に
醗
わ
れ 、
学
生
時
代

に
作

献
を
始
め
た 。
「
都
会

に
出
て
寄
る

の
背
景 、
明
治
国
家
が
殴
米
の
文
明

を
地
方へ
配
る
「
文
明
の
国
電
盤」

－
、．，

ー＿＿.

文

字

は

内

な

る

故

郷

内
な

る
故
郷

と
な
り
ま
し
た」

ず！昂ふ
心る
人さ

にと
Lまに
言長
�a：く
ず棲す
川みにつ
もつ
言持
はつ

崎－帽

（
『
乙
の
国
の
か
た
ち』
）
の
役
割

を
果
た
し
た
東京
を
描
い
た 。

会
場
で
は、
「
神
田
界
随」
「
本

郷
界
隈」
の
取
材
ノ
l
ト

を
初
公
開

H
写
真 。
「
神
田
界
隈」
の
取
材
で

使
用
し
た
岱
き
込

み
の
あ

る
千
代
田

区
の
区
分
地
図
や
明
治
の
風
俗
を
知

る
た
め

に
参
考

に
し
た
最
初
の
グ
ラ

フ
誌
『
風
俗
画
報』

、
さ
ち

に
明
治

の
ジャ
ー

ナ
リ
ス
ト 、

陸
海
南
が
創

刊
し
た
新
聞
『
日
本』
な
ど
の
資
料

を
合
わ
せ
計
位
点
を
展
示
し 、
東
京

を
立
体的に
表
現
し
て
い

る。

取
材に
同
行
し
た
と

と
も
あ

る
上

村
洋
仔館

長
は
「
雰
囲
気
や
地
形
が

「
毎
日
歌
壇」
の
選
者

に、
7
月
か
ち
伊藤一
彦
さ
ん
が
加
わ

る。
1

9
8
4
年
か
ら
選
者
を
務
め
た
玉
城
徹
さ
ん
の
由選

に
よ

る
就
任
だ 。
第

叩
歌
集『
微
笑
の
空』
（
角
川
由
店）
で 、
歌
壇
の
最高
賞

と
さ
れ

る
「
酒

空
白」
在
受
け

えぱかっ 。
地一
元
憧
崎県
で

或民冷
カ
ウ
Yセ
ヲ
ー
と
レ

て
老
若
男
女
の
心

と
向
き
合
い

つ
つ
歌
業
を
究
め
て
き
た
伊
藤
さ
ん

に、

抱
負
を
語っ
て
も
らっ
た 。

【
斉
藤
希
史
子】

「

毎

日

歌

壇
」

選

者

に

就

任

伊

藤

一

彦

さ

ん

に

聞

く

わ
が
と
と
ろ
今
殴
い
づ
と

に
附
伽

て
せ
む
広
す
ぎ
て
因

る
日
向
の
空

は

鋪1
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本め
古
里
が
生

ル地W

H

若
山
牧
水
の
記
念
文
学
館
（
宮
崎
県

日
向
市）
館

長
も
務
め

る。
牧
水
は

早
大
事
業
後
も
東
京

に
残っ
た
が 、

家
庭
の
事
情
で一
時
期 、
故
郷
定
住

の
道
を
探っ
た 。
「
結
局 、
再
び
上

京
し
ま
す
が 、
宮
崎に
い
た
間
だ
白 、

牧
水
は
自
由
律
の
歌
を
詠
ん
で
い

る

の
で
す 。
彼

に
とっ
て
古
里
の
し
が

ら
み
は
打
破し
た
い
対
象 。
そ
の
思

い
が
破
調

と
なっ
て
表
れ
た
の
か
も

一
斎
で
鯛べ
た
と

と
と
ど
う
迎
う
か

を
確
認
す
る
よ
う
な
作
業
で
し
た 。

『
街道
を
ゆ

く』
の
執
筆
姿
勢
を
見

て
い
た
だ
げ
れ
ば」

と
話
し
て
い

る。

ロ
月
比
日
ま
で
（
毎
週
月
幡 、
9

月
1
5

m
日
休
館）

。
9
月

に
取
材

ノ
l
ト

な
ど
展
示
物
の
追
加・
入
れ

替
え
を
行
う
予
定 。
入
館
料
は
大
人

5
0
0
円 、
高・
中
生
3
0
0
円 、

小
学
生
2
0
0
円 。
問
い
合
わ
せ
は

同
館
（
a
m・
6
7
2
6・
3
8
6

0）
へ 。

【
岸俊
光】

。
第
3
回
小
説
現
代

長
編
新
人
民

（
縞
鎖
社
主
催）

采
樹
命（

さ
い

和
服

に
威
儀
を
正
し
て
報
告

し
た
井
尻
千
男
民
（
拓
殖
大

学
日
本
文
化
研
究
所

長）
が

三
島
由
紀
夫
の
死

に
衝
撃
を

受
け
た
マ
ル
ロ
オ

に
触
れ 、

武
士
道

と
マ
ル
ロ
オ

に
つ
い

て
熱
弁
を

ふ
る
わ
れ
た 。
わ

が
国
の
代
表
的
な
マ
ル
ロ
オ

学
者
で
マ
ル
ロ
オ

と
も
親
交

の
あっ
た
竹
本
忠
雄
氏
（
筑

波
大
学
名
話
教
授）
は
最
後

に、
日
本

と
の
関
連
で
の
ア

ン
ド
レ・
マ
ル
ロ
オ
の
全
体

像
を
神
道
的
な
「
霊
性」
へ

の
回
帰と
し
て
ま

と
め
て
い

た 。田 一
闘
は
書
店
で
マ
ル
ロ
オ

の
作
昂
を
探
す
乙

と
も
難
し

い
り
れ
ど 、
彼
が
もっ

と
も

好
ん
だ
日
本
の
地
で 、
フ
ラ

ン
ス
は
も

と
よ
り
米 、
独 、

ス
イ
ス
な
ど
の
欧
米
各
国
や

日
本 、
中
園 、
斡
圏 、
イ
ン

ド
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
の
知
搬

入
に
彼
が
再
び
迎－え
ち
れ
た

と
と
の
意
味
は、
けっ
し
て

小
さ
く
な
い
は
ず
で
あ

る。

（
な
か
じ
ま・
み
ね
おリ
国

際
教
護
大
学
理
事
長・
学

長

／
国
際
社
会
学
者）

し
れ
な
い 。
私
の
体
験

と、
合
わ
せ

鏡
の
よ
う

に
置
な
り
ま
す」

。
「
故

郷
と
定
型」
の
問
題
は、
今
後
も
追

也
市
ノ
こ
、
ι

7‘
＝
、
・
〉
。

虫フTt
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よJ

』、

J・、
1v
ニ－

牧
水
は
静
岡
県
沼
津
市
を
総
の
す

み
か

と
し
た 。
同
市

に
も
「
若
山
牧

水
記
念
館」
が
あ
り 、
玉
城
徹

さ
ん

が
「
沼
津
牧
水
会」
会
員
な
の
も
不

思
議
な
縁
だ 。
「
玉
城
先
生
あ
て
の

投
稿
者
犬
切

に
引
岩

継ぐ剖州問判l

選者
と
し
て
同
で
き

る
た
り 、
多

く

の
歌

と
出
会
い
た
い 。
詠
む
楽
し

み

と
同
じ

く、
歌
は
読
む
喜
び
も
大
き

い
も
の
で
す
か
ら」

選
者
受
代
を
機

に、
乙
れ
ま
で
続

む
だ
け
だっ
た
人

に
も、
詠
ん
で
投

稿
し
て
ほ
し
い

と
願っ
て
い

る。

「
心
は
十
人
十
色 。
突
き
詰
め
れ

ば
あ
な
た
ち
し

さ
の

に
じ

み
出
た 、

非
凡
な
歌
が
生
ま
れ
ま
す」

平
凡

に
フ
ツ
ウ

に
生
き
て
ゐ

る
ひ

と
の
醤
怒
豆
楽
の
フ
ツ
ウ
や
否
や

（
取
は
い
す
れ
も『
微
笑
の
空』
よ
り）

き・
ま
と

と）
さ
ん
の
「
地
獄
番

鬼
蜘
蝶
日
誌」

に
決
まっ
た 。
白
金

3
0
0

万
円
な
ど
が
贈
ち
れ

る。

来
樹
さ
ん
は
東
京
都
調
布
市
出

身 、
mm
歳 。
駿
河
台
大
卒 。
い

くつ

か
の
職
を
経
て
現
在
は
生
命
保
険
会

社
勤
務 。
神
奈
川
県
在
住 。
受
臼
作

は
7

月
沼
田
発
売
の
『
小
説
現
代』

8
月
号

に
抄
録
が
掲
載

さ
れ

る。

ま
た 、
奨
励
臼

に
朝
井
ま
か
て

さ

ん
の
「
実
さ
え
花
さ
え 、
と
の
葉
さ

え」
が
選
ば
れ
た 。
大
阪
府
出
身 、

必
歳 。
甲
南
女
子
大
卒 。
コ
ピ
ー

ラ

イ
タ
ー

と
し
て
制
作
会
社

に
勤
務
し

現
在
は
独
立 。
大
阪
府
在
住 。

両
作

と
も
叩
月

に
単
行
本

と
し
て

刊
行

さ
れ

る。

アンドレ・マルロオの今日的評価高めた議論　毎日新聞-2008.06.30


